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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2024 年 4 月 15 日に公表いたしました 2025 年 2 月期の通期連結業績予想

を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2025年 2月期連結業績予想数値の修正(2024年 3月 1日～2025年 2月 28日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

8,553 

百万円 

202 

百万円 

129 

百万円 

16 

円 銭 

1.44 

今回修正予想（B） 8,300 0 50 △2,850 △258.01 

増減額（B-A） △253 △202 △79 △2,866  

増減率（%） △3.0 △100.0 △61.2 －  

（ご参考）前期実績 

（2024年2月期） 
6,606 △983 △766 △422 △41.58 

 

2. 修正の理由 

当社の100％連結子会社であるRaicol Crystals Ltd.（以下「Raicol社」といいます。）について、買

収時に想定していた事業計画と実績との間に乖離が生じたため、同社に係るのれん等の減損損失として

2,715百万円を第3四半期に特別損失として計上いたしました。乖離の主な原因は、イスラエル紛争以降、

一部の顧客からの受注が低迷、イスラエルと一部の周辺国との貿易制限の発生、一部顧客におけるイスラ

エル製品に対するサプライチェーン懸念の高まりを受けた製品切替等であります。また、半導体事業にお

ける不具合部材の評価減363百万円を特別損失として第4四半期に計上する見込みです。これに伴い、2025

年2月期通期でも親会社株主に帰属する当期純利益は赤字となることが見込まれます。 

 このため、2024年4月15日に公表いたしました2025年2月期の通期連結業績予想を下方修正いたします。

売上高については、前回予想数値を253百万円下回る8,300百万円を見込んでおります。上記の253百万円

の減収見通しに伴い、営業利益は前回予想202百万円に対して、202百万円下振れの0百万円、経常利益は

営業外収益での為替差益により営業利益よりも下売れ幅は圧縮予想で、前回予想129百万円に対して、79

百万円下振れの50百万円を見込んでおります。また前述の通り、のれん等の減損損失として2,715百万円、



不具合部材の評価損として363百万円合計3,078百万円を特別損失に計上することを主要因に、親会社株

主に帰属する当期純利益は前回予想16百万円に対して、2,866百万円下振れの2,850百万円の純損失計上

を見込んでおります。 

 

※ 上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって記載の予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


